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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月23日(2014.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、
該マトリックスパッチは、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能な
カバー層と該適合性の裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本
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質的になり、
該自己接着マトリックス層は、以下の本質的な重要な要素：
　アクリルコポリマー自己接着基剤であって、その中に以下：
　　薬学的に有効な量のピロキシカム、
　　ペトロラタム、
　　ポリビニルピロリドン、ならびに
　　ジメチルイソソルビド、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテル、またはこれ
らの混合物
　を維持するアクリルコポリマー自己接着基剤、
のみを含有する、マトリックスパッチ。
【請求項２】
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの浸透のた
めに、該皮膚と接触して配置され得る、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項３】
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、請
求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項４】
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、請求項３
に記載のマトリックスパッチ。
【請求項５】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有し、ジエチレングリコー
ルのモノアルキルエーテルを含有しない、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項６】
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
し、ジメチルイソソルビドを含有しない、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項７】
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項８】
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項９】
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、請求項１に記載のマトリックス
パッチ。
【請求項１０】
　前記除去可能なカバー層が、フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルムである、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１１】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドおよびジエチレングリコールの
モノアルキルエーテルを含有する、請求項１に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１２】
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置するための、請求項１に記載のマトリックスパッチであって、該マトリッ
クスパッチは局所的に付着させられることを特徴する、マトリックスパッチ。
【請求項１３】
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　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、
該自己接着マトリックス層は、以下の本質的な重要な要素：
　アクリルコポリマー自己接着基剤であって、その中に以下：
　　薬学的に有効な量のピロキシカム、
　　ペトロラタム、
　　ポリビニルピロリドン、
　　溶媒、および
　　ジメチルイソソルビド、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテル、またはこれ
らの混合物
　を維持するアクリルコポリマー自己接着基剤、
のみを含有する、マトリックスパッチ。
【請求項１４】
　前記溶媒が、テトラヒドロフランである、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１５】
　前記溶媒がエバポレーションにより除去される、請求項１３に記載のマトリックスパッ
チ。
【請求項１６】
　前記溶媒の除去後のピロキシカムの重量百分率が、約１％～約５％のピロキシカムであ
る、請求項１５に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１７】
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの浸透のた
めに、該皮膚と接触して配置され得る、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１８】
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、請
求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項１９】
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、請求項１
３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２０】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有し、ジエチレングリコー
ルのモノアルキルエーテルを含有しない、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２１】
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
し、ジメチルイソソルビドを含有しない、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２２】
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビド、およびジエチレングリコール
のモノアルキルエーテルを含有する、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２３】
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２４】
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２５】
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、請求項１３に記載のマトリック
スパッチ。
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【請求項２６】
　前記除去可能なカバー層が、フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルムである、請求項１３に記載のマトリックスパッチ。
【請求項２７】
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置するための、請求項１３に記載のマトリックスパッチであって、該マトリ
ックスパッチは局所的に付着させられることを特徴する、マトリックスパッチ。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明のマトリックスパッチは、慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛
風および偽痛風、月経困難症、転移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後
神経痛、神経障害性疼痛、スポーツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手
根または膝の腱炎または滑液包炎、手根管症候群、外側上顆炎（ｌａｔｅｒａｌ　ｅｐｉ
ｃｏｎｄｙｌｏｓｉｓ）、腰部の疼痛および傷害などに関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症の局所処置において有用である。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、薬学的に有効な量のピロキシカムをアクリルコポリマー自己接着基
剤中に含有し、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、ならびにジメチ
ルイソソルビドおよび／またはジエチレングリコールのモノアルキルエーテルのいずれか
を含有する、マトリックスパッチ。
（項目２）
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの浸透のた
めに、該皮膚と接触して配置され得る、項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目３）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、項目３に
記載のマトリックスパッチ。
（項目５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
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のマトリックスパッチ。
（項目８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目４に記載のマ
トリックスパッチ。
（項目１０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１１）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１２）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１３）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目４に記載
のマトリックスパッチ。
（項目１４）
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有する、項目１に記載のマ
トリックスパッチ。
（項目１５）
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
する、項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目１６）
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、項目１５に記載のマトリックスパッチ。
（項目１７）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目１８）
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、項目１に記載のマトリックスパ
ッチ。
（項目１９）
　前記除去可能なカバー層が、フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィ
ルムである、項目１に記載のマトリックスパッチ。
（項目２０）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、アクリルコポリマー自己接着基剤中の薬学的に有効な量のピロキシ
カムから本質的になり、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、および
ジメチルイソソルビドを含有する、マトリックスパッチ。
（項目２１）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目２０に記載のマトリックスパッチ。
（項目２２）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、項目２１
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に記載のマトリックスパッチ。
（項目２３）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目２２に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２７）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目２３に記載の
マトリックスパッチ。
（項目２８）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目２９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３１）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目２３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３２）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目２０に記載のマトリックスパッチ。
（項目３３）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有し、前記裏打ち
層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前記マトリック
ス層がキャスティングされた不織布であり、そして前記除去可能なカバー層が、フルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルムである、項目２０に記載のマトリッ
クスパッチ。
（項目３４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目３８）
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　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目３３に記載の
マトリックスパッチ。
（項目３９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４１）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４２）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目３３に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４３）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、アクリルコポリマー自己接着基剤中の薬学的に有効な量のピロキシ
カムから本質的になり、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、および
ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを含有する、マトリックスパッチ。
（項目４４）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目４３に記載のマトリックスパッチ。
（項目４５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有する、項目４４
に記載のマトリックスパッチ。
（項目４６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目４９）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目４５に記載の
マトリックスパッチ。
（項目５１）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５２）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５３）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
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載のマトリックスパッチ。
（項目５４）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目４５に記
載のマトリックスパッチ。
（項目５５）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目４３に記載のマトリックスパッチ。
（項目５６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１％～約５％のピロキシカムを含有し、前記裏打ち
層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前記マトリック
ス層がキャスティングされた不織布であり、そして前記除去可能なカバー層が、フルオロ
ポリマーでコーティングされたポリエステルフィルムである、項目４３に記載のマトリッ
クスパッチ。
（項目５７）
　ピロキシカムの局所投与のためのマトリックスパッチであって、該マトリックスパッチ
は、除去可能なカバー層、適合性の裏打ち層、および該除去可能なカバー層と該適合性の
裏打ち層との間のピロキシカム含有自己接着マトリックス層から本質的になり、該自己接
着マトリックス層は、薬学的に有効な量のピロキシカムをアクリルコポリマー自己接着基
剤中に含有し、該基剤はさらに、ペトロラタム、ポリビニルピロリドン、溶媒、およびジ
メチルイソソルビドまたはジエチレングリコールのモノアルキルエーテルのいずれかを含
有する、マトリックスパッチ。
（項目５８）
　前記溶媒がテトラヒドロフランである、項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目５９）
　前記自己接着マトリックス層が、前記除去可能なカバー層の除去後に前記裏打ち層上に
残り、そして該自己接着マトリックス層から皮膚を通しての前記ピロキシカムの浸透のた
めに、該皮膚と接触して配置され得る、項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目６０）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．１％～約１５％のピロキシカムを含有する、項
目５７または項目５８に記載のマトリックスパッチ。
（項目６１）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．５％～約３％のピロキシカムを含有する、項目
６０に記載のマトリックスパッチ。
（項目６２）
　前記自己接着マトリックス層が、約０．９１％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６３）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．２３％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６４）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．４１％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６５）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．４９％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６６）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．６５％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６７）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７８％のピロキシカムを含有する、項目６１に
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記載のマトリックスパッチ。
（項目６８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．９４％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目６９）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．３６％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目７０）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．５３％のピロキシカムを含有する、項目６１に
記載のマトリックスパッチ。
（項目７１）
　前記自己接着マトリックス層が、ジメチルイソソルビドを含有する、項目５７に記載の
マトリックスパッチ。
（項目７２）
　前記自己接着マトリックス層が、ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルを含有
する、項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目７３）
　前記ジエチレングリコールのモノアルキルエーテルが、ジエチレングリコールのモノエ
チルエーテルである、項目７２に記載のマトリックスパッチ。
（項目７４）
　前記アクリルコポリマー自己接着基剤がＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２である、
項目５７に記載のマトリックスパッチ。
（項目７５）
　前記裏打ち層が、片面が医療等級の感圧性接着剤でコーティングされ、そして該面に前
記マトリックス層がキャスティングされた不織布である、項目５７に記載のマトリックス
パッチ。
（項目７６）
　前記溶媒がエバポレーションにより除去される、項目５７に記載のマトリックスパッチ
。
（項目７７）
　前記溶媒の除去後のピロキシカムの重量百分率が、約１％～約５％のピロキシカムであ
る、項目７６に記載のマトリックスパッチ。
（項目７８）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．１％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目７９）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．５％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８０）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．７％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８１）
　前記自己接着マトリックス層が、約１．８％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８２）
　前記自己接着マトリックス層が、約２％のピロキシカムを含有する、項目７７に記載の
マトリックスパッチ。
（項目８３）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．２％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
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（項目８４）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．４％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８５）
　前記自己接着マトリックス層が、約２．９％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８６）
　前記自己接着マトリックス層が、約３．１％のピロキシカムを含有する、項目７７に記
載のマトリックスパッチ。
（項目８７）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目１に記載のマトリックスパッチを局所的に付着さ
せる工程を包含する、方法。
（項目８８）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目２０に記載のマトリックスパッチを局所的に付着
させる工程を包含する、方法。
（項目８９）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目４３に記載のマトリックスパッチを局所的に付着
させる工程を包含する、方法。
（項目９０）
　慢性関節リウマチ、変形性関節症、炎症性関節症、痛風および偽痛風、月経困難症、転
移性骨疼痛、頭痛および片頭痛、術後疼痛、帯状疱疹後神経痛、神経障害性疼痛、スポー
ツ傷害、軟部組織障害、過労、捻挫、挫傷、肩、肘、手根または膝の腱炎または滑液包炎
、手根管症候群、外側上顆炎、腰部の疼痛および傷害に関連する急性および慢性の疼痛お
よび炎症を処置する方法であって、項目５７に記載のマトリックスパッチを局所的に付着
させる工程を包含する、方法。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　実施例１９（ジメチルイソソルビドを用いるマトリックスパッチ）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．５ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、１０１．８ｍｇ（４．０７％）のペトロラタム、
１３８．１ｍｇ（５．５２％）のジメチルイソソルビド、および１２６．５ｍｇ（５．０
６％）のポリビニルピロリドンを、２，１０６．２ｍｇ（８４．２５％）のＤｕｒｏ－Ｔ
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ａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有する、自己接着マトリ
ックス層を有する。このマトリックス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級
）のアクリル感圧性接着剤でコーティングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓ
ｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャステ
ィングし、次いでＮｏ．９７４４のフルオロポリマーでコーティングされたポリエステル
フィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低ア
レルギー性感圧性アクリレート接着剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９
９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　
Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８
ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し
、そしてマトリックス層を皮膚に接触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体で
の使用中に、皮膚を通してのピロキシカムの優れた浸透を示す。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　実施例２０（ジエチレングリコールのモノエチルエーテルを用いるマトリックスパッチ
）
　ヒトおよび他の哺乳動物における使用のための、急性および慢性の疼痛および炎症を処
置するための経皮マトリックスパッチを調製する。この経皮マトリックスパッチは、２７
．５ｍｇ（１．１％）のピロキシカム、１０１．８ｍｇ（４．０７％）のペトロラタム、
１３８．１ｍｇ（５．５２％）のジエチレングリコールのモノエチルエーテル、および１
２６．５ｍｇ（５．０６％）のポリビニルピロリドンを、２，１０６．２ｍｇ（８４．２
５％）のＤｕｒｏ－Ｔａｋ　３８７－２０５２アクリルコポリマー自己接着基剤中に含有
する、自己接着マトリックス層を有する。実施例１９においてと同様に、このマトリック
ス層を、ＡＲ７２６１（片面がＭＡ－３１（医療等級）のアクリル感圧性接着剤でコーテ
ィングされた不織布）（Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｉｎｃ．，Ｇｌｅｎ　
Ｒｏｃｋ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）上にキャスティングし、次いでＮｏ．９７４４の
フルオロポリマーでコーティングされたポリエステルフィルム（３Ｍ，Ｓｔ．Ｐａｕｌ，
Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）で覆う。あるいは、片面が低アレルギー性感圧性アクリレート接着
剤でコーティングされた３Ｍ　ＣｏＴｒａｎ　９６９９　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃｏａｔｅｄ　
Ｍｅｌｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｐｏｌｙｕｒｅｔｈａｎｅ　Ｔａｐｅが、この裏打ちのために使
用され得る。キャスティング後、これらのパッチを８ｃｍ×１２．５ｃｍ（１００ｓｑ．
ｃｍ）に切断する。使用において、カバー層を除去し、そしてマトリックス層を皮膚に接
触させて配置する。これらのパッチは、ヒト被験体での使用中に、皮膚を通してのピロキ
シカムの優れた浸透を示す。
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